
新たな点検要領（案） 中国地方整備局 道路部

シェッド、大型カルバート等

定期点検要領（案）

目 次

１．適用範囲
２．定期点検の頻度
３．定期点検の方法
４．定期点検の体制
５．健全性の診断
６．措置
７．記録

意見照会中の

1



１．適用範囲

道路法の道路におけるロックシェッド、スノーシェッド、
大型カルバート等（以下「シェッド、大型カルバート
等」という。）の定期点検に適用

大型カルバートは、内空に２車線以上の道路

２．定期点検の頻度

５年に１回の頻度で実施することを基本

５年より短い間隔で点検することを妨げない

３．定期点検の方法

近接目視により行うことを基本

必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を併用
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１適用範囲、２点検頻度、３点検方法 中国地方整備局 道路部



・・・ 近接目視

肉眼により部材の変状を把握し評価が行える距離まで

近接して目視を行うこと

・・・ 近接目視が困難でやむを得ない場合

近接目視と同等の手段 （→本省に確認中）

直轄要領：土中等物理的に近づくことができない部位に対しては、

同一部材の当該部位の周辺の状態等に基づき状態を評価

・・・ 目視による変状等の状態の把握に限界がある場合

必要に応じて、触診や打音等の非破壊検査等
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１適用範囲、２点検頻度、３点検方法 中国地方整備局 道路部



○ 点検を適正に行うために必要な知識及び

技能を有する者が行う

・・・ 次のいずれかの要件に該当すること

〈シェッド〉

・シェッドに関する相応の資格または相当の実務経験を有する

・シェッドの設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有する

・点検に関する相当の技術と実務経験

〈大型カルバート〉

・カルバートに関する相応の資格または相当の実務経験を有する

・カルバートの設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有する

・点検に関する相当の技術と実務経験

４ 定期点検の体制 中国地方整備局 道路部
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○健全性の診断は、部材単位毎、シェッドまたは大
型カルバート等毎に行う
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

防食機能は完全には損なわれていな
いものの，漏水等によって確実に防食
機能の低下が見込まれる場合

頂版下面に漏水などによる腐食が進
行しており，放置すれば急速に板厚減
少や断面欠損などが生じる恐れがある
場合

主梁のウエブや支点部付近で著しい断
面欠損や広範囲に大きな板厚減少が
生じている場合

（診断の参考事例） 「腐食」

判定区分

Ⅱ

判定区分

Ⅲ

判定区分

Ⅳ
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

すぐにコンクリートの剥離や落下に至る
危険性は低いものの，目視でも確認可
能なひびわれやコンクリートの剥離が見
られる状態。

幅の広いクラックが長く続いており，部
分的にでもコンクリートの剥離が始まる
と，それを契機に剥離やかぶり厚の減
少が広範囲にわたり急速に進行するお
それがある場合

コンクリートからの漏水や石灰の遊離が
見られ，コンクリート内部まで水が回り
込んでいて，コンクリートや鉄筋の機能
を喪失させている可能性がある状態

（診断の参考事例） 「ひび割れ」
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判定区分

Ⅱ

判定区分

Ⅲ

判定区分

Ⅳ



・・・ 第三者被害予防措置

点検時に、うき、はく離等があった場合

は、第三者被害予防の観点から応急的に措

置。その上でⅠ～Ⅳを判定。

・・・ 詳細調査

詳細調査を行わなければ、判定が適切に

行えない場合、記録表に「要詳細調査」の

旨を記録

５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

外観目視できない埋込み部や部
材内部で，著しく腐食が進行して
いる可能性が疑われる場合

（参考事例） 「腐食」

詳細調査が必要な事例

（参考事例） 「ひびわれ」

コンクリートの一部が剥離，空洞
化している部分から，骨材がこぼ
れ落ちて第三者被害を生じるお
それのある状態

判定区分

要詳細
調査

（参考事例） 「附属物等」

内空の照明器具部材の損傷，腐食が見ら
れる。カルバートの構造の安全性に及ぼす
影響はないものの，部材の一部が落下した
場合に，第三者被害のおそれがある状態
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○ 部材単位の診断は、少なくとも、次の評価単位毎、
変状の種類毎に行う。

・・・・ 部材が複数ある場合は、それぞれの部材について判定

・・・・ 同じ部材に複数の変状がある場合は、それぞれの変状の種類毎に部材について判定

上部構造 下部構造
支承部 その他

主梁 横梁 頂版 壁・柱 受台 谷側基礎

判定の評価単位の標準

（判定の単位）

カルバート本体 継手 ウイング

〈大型カルバート〉

変状の種類の標準

材料の種類 変状の種類

鋼部材 腐食、亀裂、破断、その他

コンクリート部材 ひびわれ、うき、剥離、鉄筋の腐食、その他

その他 支承の機能障害、継手の機能障害、付属物のゆるみ、その他

（変状の種類）
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〈シェッド〉



５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

点検項目（変状の種類）の標準（判定の範囲）

部位・部材区分
対象とする項目（変状の種類）

鋼 コンクリート その他

上部構造

頂版 腐食
亀裂
防食機能の劣化
その他

ひび割れ
うき・剥離
その他主梁

横梁

山側壁

山側・谷側柱

その他

下部構造

山側・谷側受台

底版

基礎

その他

支承部 支承部の機能障害

その他

路上
（舗装・路面排水）

頂版上・のり面
（土留壁・緩衝材・のり面）

緩衝機能の低下

附属物等
（排水溝・防護柵・その他）

〈ロックシェッド・スノーシェッド〉

防食機能の劣化

うき・剥離
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

〈ロックシェッド・スノーシェッド〉
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記録用メモの例

← 義務付けはない。
← 点検表記録様式では、部材毎の最悪値のみを記載

腐食 亀裂 破断 その他
ひび
われ

うき 剥離
鉄筋の
腐食

その他
支承の
機能
障害

継手の
機能
障害

附属物
の

ゆるみ
その他

０１

０２

…

０１

…

０１

…

０１

…

０１

０２

…

０１

…

０１０１

０１０２

…

その他

主梁

上部構造
横梁

頂版

壁・柱

支承部

その他

鋼部材 コンクリート部材

下部構造

受台

谷側
基礎



５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

点検項目（変状の種類）の標準（判定の範囲）

部位・部材区分
対象とする項目（変状の種類）

鋼 コンクリート その他

本体ブロック

頂版 腐食
亀裂
防食機能の劣化
その他

ひび割れ
うき・剥離
その他

側壁

底板

ストラット

その他

継手

連結部

ゴムなどの劣化遊間部

縦方向連結部

その他

ウィング

路上

その他

防食機能の劣化

〈大型カルバート〉

うき・剥離

路上

その他
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５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

〈大型カルバート〉
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記録用メモの例

腐食 亀裂 破断 その他
ひび
われ

うき 剥離
鉄筋の
腐食

その他
継手の
機能
障害

附属物
の

ゆるみ
その他

０１

０２

…

０１

０２

…

０１０１

０１０２

…

ウイング

その他

鋼部材 コンクリート部材 その他

カルバート本体

継手

← 義務付けはない。
← 点検表記録様式では、部材毎の最悪値のみを記載



５ 健全性の診断 中国地方整備局 道路部

○ シェッドまたは大型カルバート毎の診断は
次の区分で行う ※部材単位と同じ

・・・・ シェッドまたは大型カルバート毎の診断
・シェッドまたは大型カルバート等の管理者が、全体の状況を把握するなどの
目的で行う
・一般には、主要な部材に着目して、最も厳しい部材の評価で代表させること
ができる。

本省に確認中 15



６ 措 置、 ７ 記 録 中国地方整備局 道路部

措 置
○ 部材単位の診断結果に基づき、効率的な維持及び修繕が

図られるよう、必要な措置を講ずる。
・・・・ 措置

補修・補強のほか、撤去、定期的な監視、通行規制・通行止めがある。
・・・・ 監視

変状の挙動を追跡的に把握するために行われるもの
・応急対策を実施した箇所
・健全性の診断の結果から当面は対策工の適用を見送ると判断された箇所

記 録
○ 定期点検、診断結果、措置の内容等を記録し、

シェッド、大型カルバート等の利用期間中、保存する。

・・・・ 点検後、シェッド、大型カルバート等の状態に変化があった場合

改めて、健全性の診断を行い、措置及びその後の結果を速やかに点検結果の記
録に反映しなければならない。

（点検後の補修補強、事故・災害等）
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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点検表記録様式 中国地方整備局 道路部
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